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夕食は西大門付近の焼肉店で取ったが午後八時半頃パーン、パーンという銃声が響いた。しかし全貌は翌日夕方まで待たねばならなかった。その日の訪問は韓国中央図書館（敷地は現在ロッテ百貨店）を予定していたが同行のパクさんは午後にな ても現れず、代わりに兵士満載のトラック 疾走し空からは途切れることのない爆音が響いた。そんな夕方の午後四時頃、汗を流したパクさんが飛び込んできた。 「昨夜数十名の北朝鮮特殊部隊が韓国ＫＣＩＡ部員に偽装て大統領官邸に近づき、最後の関門で地元警察官に見破られて銃撃戦となって北朝鮮兵士は四方に逃亡中」と語った。軍事衝突場所は昨夜の焼肉屋から四～五〇〇メー
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トルの距離であった。　
南北銃撃戦の緊張冷めやらぬ二























ち』の労作が刊行され、戦前期京城の古書店事情が明らか なった。この本によると本町には被植民地後間もなく日系古本屋 進出し、昭和初では一〇軒以上の古書店が営業して一九四〇年頃は大小一〇〇軒の古書店が存在したとみられている（ 『京城古書籍商組合名簿』 ） 。そんななかで京城には大手の大阪屋号書店、丸善 店、巌松堂京城店などが進出して新刊書店と古本業を兼営し、満州国の大連、瀋陽、新京だけでなく中国の北京、上海などの日系古 ともネットワークを形成して古本業を展開している。　
筆者は一九七〇年三月末から二
年間、高麗大学アジア問題研究所に長期派遣された。ご縁は一九六六年に金俊燁所長が東南アジア経済資料収集で来所 「韓国に来
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ることがあれば」と誘って頂いたことによる。しかしこの時期も韓国は激動期でその最初は 「よど号」ハイジャック事件で った。私は別送の生活品を引き取るため金浦空港に来ていたが、その時九人の赤軍派が日航機「よど号」の機長などを脅して金浦空港に強制着陸させ、その後北朝鮮行きを強要したので日韓間の一大事件となった。筆者は異様 軍人、警察官らの雰囲気を察して急いで空港を後にしたが帰路の検問は厳しかった。この荷物引き取り 、最後はパクさんにお願いした。 その時初めて 「急行料金」 （確か一〇ドル）と う言葉を覚えた。以降、パクさんには書物の世界だけでなくアパート契約などの生活全般でも助けていただいた。　
長期間派遣を認めてくれた高麗
















国語政策は一九四八年の大韓民成立とともに始まった。しかしこの時、政府はマスコミなどの漢字使用は禁止せず、制限 のは学校教育 漢字のみで新聞、雑誌、図書などは継続して漢字を使用した。しかし朴正煕大統領は一九七〇年、 国語表記に関して 「ハングルに純化せよ」と訓示 、字は以降、外国文字となって学校から消えた。加えて八〇年代後半には、政府提唱のハングル表記、つまり漢字廃止に抵抗してきた『朝鮮日報』 『東亜日報』などの主要新聞が相次いで漢字廃止に転じ
特集：韓国古書と向き合った60年―文古堂店主朴贊益氏―
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て漢字とハングルを併用させる「國漢混用文」主張は力を失った。こうし いまや漢字を知らない韓国人が韓国社会の大勢となった。　
この結果、漢字読解力は衝撃的
に低下した。 ソウル大学国文学科 ・宋基中教授の調査によると「韓国では高校や大学で正規教育を受けた者でも漢字読解が急減した結果、一世代前の自国新聞や雑誌などの記事、見出しも読めなくなった。学位論文を書く院生でも二〇年前の恩師、先輩の論文を理解できい」と慨嘆し、韓国の学問や文化発展において漢字廃止が根本的破壊要因になったと批判した（ 『朝鮮日報』一九九九年二月 〇日） 。しかし韓国の言語ナショナリズムは強靱で漢字問題で譲歩する兆はみられない。　
一九九九年三月、筆者はアジ研












一九四八年） 。本書は韓国 代表的抗日独立運動家金九 自叙伝で初版本だ。この書の裏表紙には白凡（金九雅号）が知友に贈呈したときの「真筆」が刻されている。韓国人にとって金九『白凡逸志』は特別な書であるが、刊行は一九四八年なので は非常に珍しい。いわんや真筆本は文字どおりの稀覯本である。その貴重書がアジ研では一般書と一緒に書架に配架されているのに驚いた か、韓国のジャーナリストは本書に触れてアジ研図書館を何回も紹介してくれた。この『白凡逸志』収蔵を勧めた韓国人はパクさんで
二〇〇〇円弱で購入した記憶がある。　
二冊目は 『請求権資金白書』 （経
済企画院、一九七六年） ある。前述したように一九 五年の日韓基本条約で日本は無償三億ドル、有償二億ドルの対韓請求権資金を供与したが、韓国政府 これら外貨資金を「農水産業近代化 中小企業育成、浦項総合製鉄所建設多目的ダム、科学技術部門、高速道路、港湾、電力」などあらゆる基盤的インフラ建設に重点投入した。本書はその日本の対韓請求権資金が一九六六年から一九七六年までの一〇年間にどう使用され如何なる経済効果を挙げたかを韓国政府が詳細に分析した白書で、日本請求権資金を肯定的に評価した点で類書のない図書である。この書物もパクさんの文古堂でみつけて一〇〇〇円弱で購入した。　
二〇〇〇年の文古堂廃業後、パ




は富士山眺望の名所であった。パクさんとの乾徳山ハイキング企画はかつてのアジ研同僚の谷浦孝雄氏（当時共栄大学教授） 、野副伸一氏（前亜細亜大 が賛同し合流した。晴れわたった四月末の午前、パクさんを成田空港から乗せてきた谷浦さん運転の車が荘に到着した。頂上麓までは林道が通じたので山頂までの登山コースは二〇〇メートル程度であったが、パクさんの体調は悪く には到達できなかっ 。そ てこの日の夕方 われわれは樹齢九〇年というしだれ桜の下で野外バーベキューを開き、書物で培ってきたこれまでの友誼を回顧し、今後健康を祈った。翌日午前、谷浦さん運転の車が成田空港に向け出発した。その時手を振ったパクさんの姿が生前最後の別れ なった。後日、風の便りでパクさん二〇〇七年、他界されたの 知た。享年七八であった。（はなぶさ
　
ゆきお／ＮＰＯ法人ア
ジア図書館ネットワーク副会長）《参考文献》沖田信越『植民地時代の古本屋たち』寿郎社、二〇〇七年。呉善花『漢字廃止で韓国に何が起きたか』ＰＨＰ、二〇 八年。
